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（はじめに）
1744年（延享元年）11月14日、多賀丸は下北半島の佐井村から江戸にむけて出帆した。途中、
暴風雨にあい、乗組員は漂流してロシアへ流れ着いた。その乗組員の中に「さのすけ」という者
がいた。「さのすけ」は洗礼をうけ、イワン・イワノビッチ・タタリノフに改名した。彼はイル
クーツクの日本語学校で教師となり、ロシア人子弟に日本語を教えた。彼は結婚し子供をもう
けた。その子供が『レキシコン』の著者A．タタリノフである。
タタリノフ『レキシコン』の研究については、ペトロワ1962掲載の論文がある。ペトロワ
1962については、すでに村山1965で紹介があり、ナターリア訳（1998）も備わっている。村山
1965は学界にタタリノフ資料を紹介したものであるが、ペトロワ1962の要約や村山個人の調
査が混在している。また日本語分析部分の必要部分に記述が集中していて、ペトロワ1962全
体の内容は伺うことができない。ペトロワ1962も簡単に見ることができない。
ナターリアはみちのく銀行勤務だったそうで、ペトロワ1962を翻訳して、日露の友好に大
いに貢献された。ペトロワ1962全体の内容が良くわかるものであるが、公刊されたものでな
いので、このような翻訳が存在すること自体も知られていないのではなかろうか。江口自身、
青森県下北郡佐井村に赴いて、渡邊隆一氏（村山七郎1965の佐井村渡邊村長のご子息）にお目
にかかり、その際、「こういうものがある」とお恵みいただいたものなのである。ナターリア
1998は大意を汲み取ることが主たる目的のようである。そのせいだろうと憶測するのだが、い
くつか気になる点がある。
たとえば『レキシコン』序文は古いロシア語で書かれていて意味を取りにくく、そのためか、
訳を省略している。日本人でも古文が読めないように、ロシア人でも１８世紀のロシア語文は
読みにくいようだが、そのうち海外へ進出した日本人も日本古典のことなど聞かれることもあ
るかもしれない。
用例を省略することもままある。「遠いシベリア田舎町貴族の俗語を代表した文語的表現、
貴族通用語が多い」とのみ翻訳されているが、ペトロワ1962には、беглой 、зверует 、запан 
といった具体例が掲載されている。日本人には必要のない用例と判断されたのであろう。大意
を通すうえではそのとおりである。
『レキシコン』にアイヌ語が収録されているという箇所で、ペトロワ1962では、「包丁─マギ
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リ」 「谷・溝（корыто）─キツ」（『レキシコン』では正しくは「китцу」とあるので「キッツ」）、「大
さじ・スコップ─ヒヤク」のように対応するロシア語の意味を挙げているが、ナターリア訳は
このロシア語部分を省略している。この措置は『レキシコン』によって、アイヌ語かどうかには
検証の余地があるにしても、その意味まで推測できるという資料的価値を損なうものかもしれ
ない。
たとえば『伊勢物語』十四段に「夜も明けば　きつにはめなで　くたかけの　まだきに鳴きて　
せなをやりつる」という和歌がある。この「きつ」について、伴信友は『比古婆衣』中で平田篤胤（秋
田出身）から聞いた話として「太き丸太を鑿て作れる水槽をキツといひ……名だに知らぬ人はた
おほかめり」と記す。橘正一『本州東部の方言』（『国語科学講座Ⅶ』明治書院 1934）によれば「き
つ」は「太い丸太を掘って作った水槽」であり、「青森県三戸町では、結びたるをヲケといひ、さ
したるをフネといひ、くりたるをキッツと言ふ」という例をあげている。岩波旧大系９は「きつ」
を「水槽」の意の東北方言とした。形状や意味からみて『レキシコン』掲載のキッツは伴信友や橘
正一の指摘したものに違いない。「水槽」と訳してしまうとイメージに相違があるが、実際は丸
太をくり抜いて樋のような形状の水槽ではないか。これが通るならば水を流したり貯めこんだ
りするものとして、和歌中の「クダ」と縁語になっているのかもしれない、などと思えてくる。
ただしこれもまた『レキシコン』分析からすると余談かもしれない。
最も問題になるかもしれないのが以下である。ペトロワ1962『レキシコン』の音声特徴６の箇
所で、前鼻音がиまたはнで表記されているという箇所（以下、下線部。18ページ２行目）は、
本来мであるべきところをиと間違って印刷しているのではなかろうか。
Татаринов в своей транскрипции отметил назализацию гласных вставкой букв  
и　или н после назализованного гласного; эта назализация отмечена и в японской  
орфографии, слов：
日本語の用例「てむぶくろ（手袋）」「うむば（乳母）」と対応させてみると、バ行に前接する鼻
音が逆行同化したмを指すことは明らかなのだが、日本語用例そのものが分かりにくかったせ
いか、ナターリア1998は前鼻音を「и ─ i ─ い」あるいは「н ─ n ─ ん」の音で表記している
というように、誤植に気付かず、そのまま解釈して翻訳してしまっている。原因は元の論文に
あるとはいえ、このあたりは二重に不運な出来事であった。
このようにナターリア1998は序文の訳を省略したり、日本語史に不明なために意味の通ら
ないところがあったり、ペトロワ1962のわかりにくかった部分は訳を省略してしまったりし
ている。
そこで、ナターリア1998の原型を留めつつも、そこに補注形式でペトロワ1962とつき合わ
せたり、少しわかりやすく日本語を修正したり、脱落部分を補ったり、日本語史の注釈をして、
タタリノフ『レキシコン』研究に役立てようと考えた。しかし実際に作業をやってみると、上述
のようにペトロワ1962とナターリア1998の乖離が大きく、補注形式にすると、注の中にナター
リア翻訳の増補・訂正、ペトロワ論文の訂正、江口がつけた注が入り乱れ、とても煩雑な形態
となってしまい、ペトロワ論文を再現できそうもないことがわかってきた。
− 60 − − 61 −
ペトロワの『レキシコン』研究について（前）（江口）
1	 原注１　『レキシコン』の原稿は、レニングラード支部の東洋学研究所の古文書保管所に保存されている。分
類カテゴリоп.I、ед.（文法）4、хр.15／IС45
そこでいっそ次善の策としてペトロワ1962を忠実に翻訳しようと試みた。原注を原論文ど
おりに脚注として復活させ、省略された部分も再現した。その際、ナターリア訳を参照したの
は言うまでもない。なるべく逐語訳になるようにしたので、日本語訳として劣っているかもし
れない。さらに『レキシコン』の日本語部分について、ペトロワ論文の読み違いもあるので訂正
したり、ペトロワ1962にも不明瞭な点もあるので、文末注で補った。そもそも私のようなロ
シア語専門家でもない者がおこなう作業ではないかもしれない。間違いも多々あることであろ
うし、ペトロワ1962をそのまま掲載したほうが学界のためになるかもしれないが、このよう
な訳でも東北方言研究者には少しは参考になるのではないか、タタリノフ『レキシコン』研究の
一助になるのではないかと考えて、あえて公表することにした。
紙幅の関係で（前）（後）に分割し、内容的に（前）に『レキシコン』の成立事情、（後）に『レキシ
コン』中の日本語の特徴についての記述の位置で分割した。『レキシコン』本文についての注釈
もいずれ機会をみつけて公表する予定である。
・ペトロワ（О.П.Петрова）1962　『Лексикон　русско-японский』	 	
издательстово　восточноя　дитературы　Москва
・村山七郎1965　『漂流民の言語』　吉川弘文館
・ジェレコレンコ・ナターリア訳1998　『ソ連科学アカデミーアジア諸国民大学　露和レク
シコン　アンドレイ・タタリノフ　東洋文学出版社』（（株）みちのく銀行秘書室）
はじめに
『レキシコン』1はイルクーツクのアンドレイ・タタリノフによって18世紀に編纂された、ロ
シアの辞書編集の記念碑であり、ロシア語から日本語への翻訳の最初の経験として非常に興味
深い。18世紀ロシアで日本語を学ぶことだけでなく、仮名文字「いろは」に基づいた日本語の単
語が初めてロシアの転写によって表示されたことを示唆している。
『レキシコン』の表紙ページに次の序文がある。
лексикон
именуется　по‐японски　ниппон‐но　котобан	，азбуки　и　счет　с　перево	-
дом　российским	，а　оный　перевод　наименовами　японскими	，	 	
о　чем　и　может　благосклонный　читатель　за　благо　рассудя　дойти　	 	
достижения　и　предузнать　в　чем　бы　состояло　положение　иностран	-	 	
ного　диалекта　сия　книги；
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но　я　пользуясь　тем　снеусыпнейшим　ожиданием；ежели　оная 
принята　будет　от　человека　преисполненного　добродетелью；и　по-　 
чтется　хотя　несколько　к　любопытству　за　надобное；российскому　 
всеобществу；　и　о　тем　посвятится　мой　с　усердностью　нижайщей　 
при　переводе　труд；　и　подастъ　случай　къ　наивящему　рачению　моему　 
въ　предбудущее　время　；и　тако　в　переводе　сей　книги．
レキシコン
日本語で「ニッポン・ノ・コドバン」と言い、日本語の文字、数え方、日本語の単語がロシア
語に翻訳されているので、優れた読者は、この書物で示した外国語がより習熟達成できるよう
になります。
そして私はこの翻訳において、人間の満ちあふれた美徳によってこの翻訳が将来にわたって
受け入れられることを、そしてロシア全般の興味の必要性にこの翻訳が役立つことを、そして
翻訳作業に、私の最大の敬意をこめて熱心に打ち込んだことで、近い将来に、私の本当の努力
に対してチャンスが与えられることを、ずっと期待しています。
序文の下には、日本語で「にぼんのひとさのすけのむすこさんばちござります」と書かれて
いる。「Самбати（サンバチ）は日本人さのすけの息子である」の意。日本語の序文の内側中央に
「AT」というイニシャルが書いてある。
また二枚目表の上端に「présà　laConference24October1782．（1782年10月24日の会議
の記録）」と書いてある。レニングラードの科学アカデミーの古文書保管所の ｢皇帝科学アカデ
ミーの会議議事録｣の第３巻（１７７１～１７８５）の６２９ページにはフランス語で次のよう
に書いてある。
︿　　　　24　Octobre,Lundi.Présents:MessieurslesAcadémciensde 
Stehlin,Kotdnikoff,Roumovsky,Pallas,Protassov,Lepechin,
Krafft,Lexell.MessieurslesAdjoints:Georgi,Fuss,Hackman. 
SectétaireJ.A.Euler,Académicien.
　　　　2）LaCommissionAcadémiquefitremmetredelapartdeS.E.Mr 
leCénéral-MajordeKlitchka,Gouverneurd'Irkutsketchevalierdes 
ordresdeStGeorgeetdeSt.Anna:
　　　　　　1.UnedescriptiondesislesKouriles,extraitedesjournauxde 
sotnikIvanTschernoi,dubas-offcieretinterpreteOtscherednoietdu 
gentilhommedeSibérieAntipin.
　　　　　　2.UnDictionnaireJaponais,pardiscipleAndréTatarinof.
　　　　　　3.UnecopiedelacarteduCap.Coockaveclesremarquesdu 
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2	 原注２　「1818～1918年のロシア科学アカデミーアジア博物館」『簡単な手引書』を参考。1920年、69ページ。
sotnik	Kobelef.
　　　　　　4.	Une	représentation	de	la	revue	des	Russes	par	les	Japonais.
Ces	pièces	seront	conservées	aux	Archives	de	la	Соnférеnсе,	et	la	
carte	remise	au	Departement	Géographique.　　　　﹀
「１０月２４日、月曜日
出席者：シテリン教授、コテリニコフ教授、ルモフスキイ教授、パラス教授、
プロタソフ教授、レピョヒン教授、クラフト教授、レクセリ教授
準会員：ゲオルギ氏、フス氏、ハックマン氏
議長：エイレル学士院会員
　　２）科学アカデミー委員会は、聖アンナ、ゲオルギー十字勲章所持者、イルクーツク総督
クリチカの報告に基づいて次の問題を検討した。
１・百人隊長のイワン・チョルネイ、通訳のオチェレヂン、シベリア貴族のアンチピンの
日記の書き込み、による千島列島の記述
２・アンドレイ・タタリノフが作成した日本語辞書
３・クック船長が作った地図（百人隊長のコベレフのメモ付き）
４・日本人が作ったロシア人描写の文書
以上の書類は総て科学アカデミーの古文書保管所、地図は地理局に保管すべきである。」
この会議議事録によって、「ＡＴ｣というイニシャルの意味、本辞書の作成者、辞書の成立時
が明らかになる。この辞書は１７８２年１０月２４日の会議で検討されたので、この辞書の成
立は１７８２年以前ということが確かである。本辞書は、１８１８年に科学アカデミーからア
ジア博物館に移され、他はアカデミー東洋学研究所の古文書保管所（現在はアジア民族研究所）
に保管することになった。一方、アジア博物館のチェックリストには、誤ってエカテリーナ二
世が本辞書を日本語の本と一緒に１７９１～１７９５年の間にアジア博物館に寄贈したと書い
てある2。
公開された辞書は、イルクーツク学校で日本語を勉強した活動で残された文書の一つであ
る。１７３６年に開校したサンクト・ペテルブルグ元老院附属学校の後継で、１７５４年にイ
ルクーツクに移された。イルクーツクの日本語学校は、航海学校と同じ建物に存在していた。
１７５４年にはもう一つの日本語学校がヤクーツクに開かれて、数年後はイリムスクに移され
た。１７６１年にイリムスクの日本語学校もイルクーツクに移転して、１７６１年に二校は合
併した。
なぜならエカテリーナ二世の時代、ロシア人船員が千島列島へ頻繁に運航し、日本人との関
係が生じたからだ。ロシア政府は繰り返し日本との貿易関係を確立しようとしてきた。オラン
ダ人は、貿易特権を守るために、ロシアとの競争を恐れていて、天明年間（1782年から1788年）、
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3	 原注３　岡本柳之助編『日魯交渉北海道史稿』『北海道の歴史に関する資料とロシアと日本の関係』、東京、
1898年。
	 これのロシア語部分訳は、Д.ポズドネーエフ『北日本やアジア、ロシア本土との関係、そのⅡ、第2部』の歴
史に関する資料を参照のこと、横浜、1909年。
	 また参照、В.M.コンスタンティノフ「ロシア・日本の18世紀の証明書」『オリエンタリズム（востоковедение）』2、
1958年、76～81ページ。
	 В.M.コンスタンティノフ「シンシュウ丸の乗組員に関する問題」『オリエンタリズム（востоковедение）』3、
1958年、129～133ページ。
	 В．Н．ゴレグリャド「周囲の海についての驚くべき事実（21世紀初頭の日本の写本）」『東アジアの国々と
人 （々СтраныинародыВостока）』1、モスクワ、1959年、213～228ページ。
	 Э.Я．ファインバーグ「1797-1875のロシアと日本の関係」、モスクワ、1960年、52～92ページ。
4	 原注４　東洋学研究所の古文書保管庫、分類カテゴリI、リスト4、ед.хр9/1318、10/1319、11/1320、
12/1321、13/1328。
5	 原注5　В.Вартольд、”ИсторияизученияВостокавЕвропеиРоссии”、1925年、201ページ。
ロシアの極東進出を日本政府へ申告した。太平洋地域におけるロシアとの激化を懸念し、幕府
は、千島列島とサハリンの調査を命じただけでなく、ロシアの歴史、地理、軍事科学について
オランダ語論文の翻訳を命じた。
ロシア革命前に発表されたソビエトの文献に、ロシアのアリューシャン列島に漂流した日本
人船員の存在に関する詳細情報が含まれている。最初は、１７８３年、大黒屋光太夫船長が率
いるカミヤス「Камиясу（=Kamiyasu）丸」（シンシュウ・マル）がロシアの領海に入った。そし
て９年後の、１７９２年に、家に帰ることを望んだものは、アダム・ラックスマンの日本遠
征にともなって、エカテリーナ号で帰国した。第二のグループは１７９３年にロシアに来て、
１０年後、グループのうち４人の日本人が、１８０３年に日本ニコライ・レザノフ使節団に連
れられて故郷へ戻り、ロシアの詳細を述べた3。光太夫は将軍の質問に、ロシアでは自分たち
の国のことを知っていること、ロシアで行われた日本についての本、日本地図を見たことを語っ
た。
ロシアで日本語の最初の教科書は、ロシア名デミアン・ポモルツェフの洗礼名を受けた日本人
ゴンザ（Гонза）によって、１７３６年に編纂されたi。次の年にゴンザを指導した科学アカデミー
司書のアンドレイ・ボグダノフによって「ロシア・日本辞書」と「日本語-ロシア会話集」ii、「語彙集」iii、
「読み物」（Orbis	sensualium	pictus）iv、「簡潔な文法」v、「新しい語彙」（Новый	лексикон）vi	が編
纂された。これらの原稿は現在ソ連の科学アカデミー・レニングラード支部東洋学研究所の古
文書保管所に保管されている4。残念なことに、ゴンザは１１歳で家を出たため日本語の書き
方を知らなかった。彼が編纂したので、その教科書はロシア文字で日本語の言葉が書かれてい
るが、しかしすべてが適切な表記と考えることはできない。
１７５４年にイルクーツクに移転した日本語学校は、１８１６年までそこに存在していた。
В．В．バルトリド5はイルクーツク学校について「за	все	это	время	она	не	подготовила	
никаких	знатоков	японского	языка	и	не	оставила	никаких	следов	в	истории	русского	
востоковедения（すべての時代において、イルクーツクの日本語学校は日本語の専門家をまっ
たく養成できていなかったことから、ロシアの東洋学の歴史に痕跡を残していない）」viiと、述
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6	 原注6　撰文集『メシヤツォスロボフ（Месяцословов）』６。サンクト・ペテルブルク、1790年、63～103ページ。
7	 原注７　ソ連科学アカデミーの古文書保管庫、ファン・ミュルレルＮｏ21、リスト５のＮｏ60、85～100ページ。
8	 原注８　A.スギブネフ『ロシアの日本語教育（ОбобучениивРоссиияпонскомуязыку）』、『マリンコレク
ション（Морскойсборник）』No12、サンクトペテルブルク、1868、57～61頁。1879年にイルクーツクの火
災では、この文書保管所は全焼した。スギブネフの文書はイルクーツク、ヤクーツク古文書保管所の資料に
基づいて書いてある唯一の文書である。
9	 原注９　撰文集『メシヤツォスロボフ（Месяцословов）』「日本とロシアの出会いについて（Освиданиях 
японцевсроссиянами）」章、99ページ。
10	 原注10　ソ連の科学アカデミーのアーカイブ、фондМиллера（ファン・ミュルレル）、NO21、リスト5、
No60、100～102ページ。
べている。しかし、１７８２年１０月２４日に科学アカデミーの会議の議事録に提出された、
イルクーツク総督Ф.Н.クリチカが送った文書はこれが事実でないことを示している。先ず面
白いと考えられるのはミハイル･タタリノフ少佐が書いた ｢千島列島の記述｣である。この文書
は１７８５年に『メシヤツォスロボフ（Месяцословов）』に発表され、数年後、『メシヤツォス
ロボフ（Месяцословов）』選文集にも含まれていた6。
百人隊長イワン・チョルネイ、通訳のオチェレヂン、シベリア貴族のアンチピンの記録に基
づいて作られた、ミハイル・タタリノフ記録の「千島列島の記述」の原稿は、ソ連の科学アカデ
ミーのアーカイブに保存されている7。
文書によると、ミハイル・タタリノフはイルクーツクに住んでいた。彼は、千島列島には行っ
たことがなかったが、それらに関するすべての情報を前述のアンチピンの記録から収集した。
それによれば、百人隊長のイワン・チェルネイは１７６７年、１７７６年に千島列島へ献上品
を取りに行った。１７７７年９月１０日、オホーツクから千島列島に船長ミハイル・ペトュシュ
コフ一等航海士のリーダーシップの下で商人船「聖ナタリヤ号」が出航し、イルクーツク日本人
学校の元生徒イワン・オチェレヂン海軍士官も乗船していたviii。１７７８年、	オチェレヂンは
３３人の船員を連れて三つのボートで松前島（旧北海道の名前）へ行ったix。１７７９年にイル
クーツクの学校の元学生で、シベリアの貴族イワン・アンチピンは４５人で７雙のボートで北
海道にわたった。スギブネフによって資料『ロシアにおける日本語教育（Об	обучении	в	России	
японскому	языку）』の記載によれば、オチェレヂンはこの学校の学生であった8。
彼らの報告によると、オチェレヂンもアンチピンも、「オホーツクからみて北緯４２度２０
分、西経２度３０分に位置する」同じ所に行ってきた。記録によれば２人を松前の日本人はと
ても親切に扱い、「ロシア人は周囲の気持ちをなごやかにすることができた」とある。訪問した
時、お互いに記念品交換をした9。
『レキシコン』については、我々は何も知らない。ただもちろん編者がイルクーツクの海軍学
校で日本語を勉強したことだけが分かっている。アンドレイ・タタリノフの『レキシコン』の前
ページ序文、日本語の文章「さんばち─日本人サノスケのむすこである」によって、いくらかが
明らかになった。「千島列島の記述」に加えて、ミハイル・タタリノフ「イルクーツクの街に今
ある日本についての知識」10に注目して、次の興味深い情報を得た。
１７４４年１１月２４日、丹波が所有する日本商船「Тано（=タノ）丸」（ママ、江口）、は、日本
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11	 原注11　同上、100～102ページ。
12	 原注12　中央国家古代法律の古文書保管所「元老院第一部門」、ф．（文法）259、Оп22、ケースNo991、
182。
の江戸時代の首都にむけて、17人の乗組員と食料品をのせて出航した。道中、嵐に巻き込ま
れ、マストと舵を失った。船の制御を失い、風と海流に流され、長い間、漂流した。１７４５
年４月１３日には、乗組員はどこかの岸にたどり着くために、タノ丸を捨て、ボートに乗った。
１７４５年５月１６日、ボートは千島列島に打ち上げられた。５月１８日、日本の被災者が発
見され、ロシアのカムチャツカのボリシェレツキイ集落に送られた。この時点で生き延びたの
はわずか１０人だった。カムチャッカのレベデフ司令官は彼らに「善意を持っていること」を示
した。
そこで彼らは洗礼でロシア式の名前を貰って改宗した。
Ляхазило	（=	Lyahazilo　リハジロウ）	─	Матвея	（マトヴェイ）
Суемо	（=	suemo　サエモン）	─	Григория	（グレゴリイ）
Яфей	（=	Yafei　ヤヘイ）	─	Пантелея	（パンチェレイ）
Сядзиморо	（=	Syadzimoro）	─	Андрея	（アンドレイ）
Юсондзи	（	=	Yusondzi　ユソヂ）	─	Фомы	（フォーマ）
Кяюдора	（=	Kyayudora）	─	Петра	（ピョートル）
Санноскя	（=	Sannoskya　サンノスケ）	─	Ивана	（イワン）
Чоскя	（=	Choskya　チョスケ）	─	Филиппа	（	フィリップ）
Кяюскя	（=Kyayuskya　ケウスケ）	─	Ивана	（イワン）
Ляске	（=	Lyaska　リョスケ）	─	Павла	（パヴェル）11
１７４６年に、日本のボリシェレツキイ集落の５人が、ロシア語で勉強するために、サンク
ト・ペテルブルクの神学校に送られた。彼ら二人が死亡し、残りの３人になった。１７５３年
にスビニン、パノフ、チェルネイフはイルクーツクに送られた。残りの５人の日本人のうち１
人がボリシェレツキイ集落で死亡したので、残り４人は次のようになった。パノフ、タタリノフ、
アファナシエフとトラペズニコフは、１７４７年にヤクーツクに送られた。そして１７５５年
７月３０日、これらの日本人についてはイルクーツクに到着した。Ｍ.タタリノフは次の記録
を残している。「イルクーツクにいた時、日本人が学校の生徒に日本語を教えた。ある生徒は
会話も通訳も出来るし、文字も書ける」と書いた。
Ｍ.タタリノフの上記のリストによれば、救助された日本人の名前Санноскя（=Sannoskya）
がある。これは、Ｍ.タタリノフの不完全な転写で、日本名さのすけСаноскэ（=Sanoske）に対
応する。日本人が洗礼でロシア名を受けたというM.タタリノフの報告もある。「さのすけ」は「イ
ワン」という洗礼名を受けた。古文書保管所の文書によると、日本人のイワン・イワノビッチ・
タタリノフはヤクーツクに開かれた日本語学校に残った４人の日本人グループに含まれていた12。上
記に述べているのだが、日本語学校はヤクーツクに開かれて、後はイリムスク、数年後イルクー
ツクに移された。日本語序文の中心に位置するイニシャル「ＡＴ」は、科学アカデミーの会議の
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13	 原注13　ベセルヴスキ（Н.И.Веселовский）の「ロシアにおける東洋語の公式教材の詳細について」『サン
クト・ペテルブルク、オリエンタリズムの第三国際会議の議事録』、1876年、サンクト・ペテルブルク、1879～
1880年、161～162ページ。
議事録に示されているようにアンドレイ・タタリノフであり、『レキシコン』の編集者であり、
アンドレ・タタリノフはサンバチであり、明らかに「にほんのひとさのすけのむすこさんばち
こざります」は「日本人イワン・タタリノフの息子サンバチ」の意味である。したがって、アン
ドレイ・タタリノフとサンバチは同じ人物で、半分日本人であり、アンドレイというロシア正
教の名前を持ち、さらに日本名サンバチ「三八」である、という結論がイニシャル「ＡＴ」の意味
である。
日本人が洗礼を受ける場合の伝統によると、ロシアの船員や実業家の名前を受け取った。イ
ルクーツク日本語学校の校長は旧航海士のタタリノフという者であったが13、残念なことに彼
のイニシャルが分からない。ミハイル・タタリノフ	は大尉（陸軍ランク、後の船長に相当）で
あった。両者の関係を探したがわからなかった。しかし、なんらかの親戚関係であった。だか
ら、それがイルクーツク知事Ф.	Н.クリチコが科学アカデミーへＭ.タタリノフ「千島列島の記
述」と	Ａ.タタリノフの『レキシコン』を一緒に送った理由である。どうやらタタリノフは洗礼名
で、アンドレイ・タタリノフは同じ洗礼家族として愛されたのである。しかし、イワン・イワ
ノビッチ・タタリノフは１７６５年に亡くなり、その後１７年間経過してのち、この『レキシ
コン』が科学アカデミーに送られた。
『レキシコン』はおそらく日本語を勉強する、イルクーツク学校の学生のためのガイドとして
編纂されている。子供の頃から父から日本語を聞いていた学生アンドレイ・タタリノフにほと
んどすべてが委託された。『レキシコン』は、イルクーツクでは出版する技術がなかったので、
書物として出版するためにイルクーツクの知事からサンクト・ペテルブルグの科学アカデミー
に送付された。東洋のテキストを木版印刷する方法に慣れていなかったからである。しかし、
科学アカデミーにとっても明らかに、日本のひらがなの文字の印刷はできなかった。そのため
に会議で『レキシコン』を古文書保管所に保存することに決めた。
（「ペトロワの『レキシコン』研究について（後）」へつづく）
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i	 1736年成立『日本語会話入門』を指す。
ii	 『露日単語集』『日本語会話入門』を指すのではないか。村山七郎1965『漂流民の言語』吉川弘文館を参照。
iii	 『友好会話手本集』を指す。『友好会話手本集』については、江口泰生2002『十八世紀薩隅方言における音節・
音配列構造と語形式の研究』（文部省科学研究費報告書）参照。
iv	 『世界図絵』を指す。江口泰生・駒走昭二1997『図解感覚世界』（鹿児島県立図書館）や江口泰生2009『古辞書・
ロシア資料による日本語形態音韻の研究』（文部省科学研究費報告書）の総索引などを参照。
v	 『簡約日本文法』を指す。村山七郎1969「簡略文法について」（『文学研究』66）参照。
vi	 村山七郎編・『新スラヴ日本語辞典』参照。
vii	 バルトリド『歐洲殊に露西亞に於ける東洋研究史』1937年翻訳（初版）、後に外務省調査部訳1939、生活社刊。
viii	 N．アダミ『遠い隣人』平凡社選書1993に詳細が記述されている。
ix	 『北海道史稿』やN．アダミ前掲書では「厚岸」付近。
付記
本稿は平成21年～平成24年度文部科学省科学研究費補助金、基盤研究（C）「ロシア資料の文献方言史学的研究」
（課題番号22520468）の支援を受けたものである。青森県下北郡佐井村の渡邊隆一氏、長福寺ご住職ご夫妻に
記してお礼申し上げる。
（えぐちやすお　岡山大学社会文化科学研究科教授）
